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　当村の基幹産業の農業を、更に発展していく上で新規就農者の育成は重要な課題だ。近年、当村にも農業研修生が複数名受け

入れられているが、研修終了後に自立するためのハウスを探すのに苦労しているのが現状だ。研修生が研修終了後にスムーズに

就農できるための第一段階として、園芸用サポートハウスの整備を望む声があるが、村長の見解を伺う。

① ワクチン接種の状況と終了の見通し（高齢者、全村民）はどうか。

② 長期の自粛生活から通常生活へ戻るまで段階的にできることはないか。

③ デジタル化社会で高齢者がとり残されないための支援が必要ではないか。

・スマートフォンの使い方やタブレットが学べる教室を開いてほしいがどうか。

① 作業の進捗状況と今後の展望はどうか。

② 歴史への関心や郷土学習など期待は大きい。住民はどのように利用できるか。

③ 資料館は文化の拠点。素晴らしい仕事がなされているが、今後、どのような取り組みに力を入れるか。

在宅介護利用者の人数は把握しているか。

包括支援センターや介護事業者と担当課が連携しているのか。

接種会場（病院）までの移動を把握しているか。  
　５月11日に開催された「再び、濵田が参りました」にて農家の方から、和食川の葦の除去を強く望む声があり、知事より「川の

整備にも、地方債が使えるようになった。」との回答があった。しかし、導流堤の砂の除去が優先されるように聞いたが、今後の

和食川の葦の除去について、村長の見解を問う。

コロナ禍での高齢者の生きがいづくり
へのサポートについて

文化財をデジタル化で保存・活用する
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いて
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